
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 ６９５ １０ ８２９ 

前 年 ７６４ ９ ９５７ 

増 減 -６９ １ -１２８ 

 件 数 死 者 傷 者 

本 年 ２３３ ６ １１９ 

前 年 ２３０ ４ １１９ 

増 減 ３ ２ ±０ 

第４号 

2021年 

４月２１日 

〈高齢者の事故〉 
※高齢者…65歳以上をいう 

 

３月末現在の交通事故は、前年と比べて発生件数、傷者数は減少していますが、死者数は前

年に比べて増加しました。亡くなられた１０名のうち、６名は６５歳以上の高齢者です。高齢者事故

の発生件数と高齢死者は前年に比べて増えました。 

ドライバーの皆さんは、高齢者を見かけたら、思いやり運転を心がけましょう。 

たとえ見通しのよい交差点でも、交差点に

は多くの危険が潜んでいます。 

対向右折車がいる場合には、その車両の

動きに注意し、また、対向右折車が右折し

ている際には後続車両の有無をしっかり安

全確認しましょう。 

 

信号機のない横断歩道を通過するとき

は、歩行者がいないかしっかりと確認し、

横断しようとしている人がいれば停止し、

歩行者に道を譲りましょう。 

 

急いで右折しようとすると、対向車の速度

を見誤ったり、その脇を走行するバイクな

どを見落としたりします。 

 右折中に道路を直進・横断したりする自

転車や歩行者の発見が遅れることもある

ので、確実な安全確認をしましょう。 

 左折しようとするときは、あらかじめ道

路の左側に寄って進んだ後、交差点の側端

に沿って徐行し、歩行者や自転車などを巻

き込まないように注意しましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 事業所内に掲示するなど、多くの方々にご覧いただけるようご協力ください。 

TEL 077-522-1231（代表） Ｅﾒｰﾙ x0022@police.pref.shiga.jp 

高速道路では、スピードが速くなるため

停止距離も長くなります。 

渋滞で追突事故を起こさないために前方

車両と十分な車間距離をとりましょう。 

車は急には止まれません。 

 

 

景色に気をとられ

たり、車内の物をとる

ために脇見をしたり

してしまうと、車は思

った以上に進んでい

ます。 

脇見をしないで運

転に集中しましょう。 

 

渋滞を発見して低速

走行や停止をする場合

は、ハザードランプを点

灯し後続車に合図しま

しょう。事前に情報板な

どで渋滞の情報を収集

することも大切です。 

毎年農繁期になると、ハンドル操作等を誤

って用水路等へ転落する単独事故や公道を

走行中に追突される事故など、農耕車の交通

死亡事故が発生しています。 

◆交通事故防止対策の３つのポイント◆ 

①安全キャブ・フレームの装着 

②ブレーキ連結の確認 

③低速車マークや反射板の取り付け 

ゴールデンウィーク中は、高速道路をはじめ、どの道路も混

雑が予想されます。 

イライラや焦りは事故の原因となります。ゆとりある計画を

立て、気持ちに余裕を持って運転しましょう。    


